
２０２４年度第２回会員の集い＆昼食懇話会の開催 

                                 高 木 正 二 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
２０２４年度第２回会員の集い＆昼食懇話会が８月２４日(土)、金沢ニューグランドホテル４階「相

生」で会員２０人の出席により開催されました。ハーモニカアンサンブル・ルビアスマイルが、コ

ードハーモニカやバスハーモニカを交えて従来のハーモニカとは一味違うオーケストラのような

重奏な音色を奏でました 

 冒頭、山内ミハル世話人代表が本日の演奏会を楽しみにしていること、また次回第３回会員の集 

いは講師に日野原眞紀さんをお願いしていることを紹介し、多数の参加をお願いしたいと挨拶しま 

した。全員で日野原重明先生が作詞作曲した「新老人の歌」を歌った後、演奏会は始まりました。 

まず列車メドレーとして列車にまつわる５曲が披露され、その後、代表で指導者の公下明音さん

から各パートメンバーと使用している楽器の紹介があり 

ました。続いて「長崎の鐘」など私達になじみ深い曲４曲 

が演奏された後、公下明音さんがソロで「山寺の和尚さん」 

を演奏しました。公下さんはハーモニカのテクニックを 

駆使し、軽快なリズム、メリハリのある音そして流れる 

ような音の上げ下げで会場を引き込み、演奏が終わると 

会場から大きな拍手が沸き起こりました。 

次の曲「星のフラメンコ」では、参加者が演奏に合わ 

せて手拍子を打ちました。タイミング良く手拍子を打つために演奏中ずっと手を前に出して準備

をしている参加者もおり、みんなが出演者の気分で楽しんでいました。最後に「昴」が演奏され

ると「アンコール」の声が上がり、「ドナウ川のさざなみ」が演奏され演奏会は終了しました。 

ハーモニカの演奏に合わせて足で拍子を取り、歌を口ずさむ参加者も多く、また、「ハーモニカ

にこんな種類がありオーケストラのような演奏ができることを初めて知った」という声も聞かれ、

みんなが演奏を楽しんだのではないかと思います。 

昼食後、全員で「ふるさと」を歌い、会員の集いは終了しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１－ 

演奏するルビアスマイルのメンバー 



「老いを生きる」生活雑感 

残された人生を生きる 

                           山 内 ミハル 

                               

 
 

 
  
 

コロナ禍も落ち着き、通常が戻りつつあった今年元旦の夕刻４時 10分、今までに経験したこと

のない大きな地震に見舞われました。久しぶりに故郷でお正月を…という人たちを含め、能登半島

で震度７、金沢では５強という大きな揺れと何度も続く余震におびえながらの年明けとなりました。

能登地区には新老人の会のメンバーは居られず、金沢でも大きな被害に遭われたメンバーの方がお

られなかったのは幸いでした。 

５月ゴールデンウィークの２日間、私は神戸、東京、仙台石巻の仲間たち20人ほどで、復興と

はまだまだ程遠い能登輪島市町野町の中学校とその近辺で避難生活をしておられる方々の支援活

動として、お餅つきに行ってきました。被災から４ヶ月以上もたっているのに、金沢から輪島まで

の唯一の自動車専用道路である能登里山海道は、金沢から輪島までの片側道路しか開通しておらず、

帰りの輪島から金沢への道路は不通でした。しかも行きは開通しているとはいっても、途中がけ崩

れや、道路欠損個所があったりで渋滞もあり、朝６時半に家を出て目的地の町野町の会場である中

学校に着いたのは 11時過ぎでした。途中、輪島に近づ 

くにつれブルーシートがかかった屋根が目立つように 

なり、市内に入ると道の両側の家々は軒並み傾いたり、 

二階建ての一階がつぶれてまるで一階建てになっている 

家、中には倒れた大きなビルの下敷きになって、車ごと 

つぶされている家、丸焼けになった朝市…と、テレビや 

新聞の報道で知った以上の衝撃を受けました。 

そのような中を私は金沢から片道５時間かけて自家用車を運転して２日間通 

いましたが、県外からの他のメンバーは寝袋、餅つきの石臼や鍋、やかん、コ 

ンロなどの用具、食材、自分たちの４日間の食糧をすべて車につんで、とにかく 

現地では水だけ提供していただいて、１日４ウス、２日で８ウスのお餅をつき、 

避難しておられる方々に配りました。行列してお餅を受け取っていただいた 

お年寄りの御婦人方から、「今年初めてお餅を食べた、おいしかった」と喜んで 

いただき、疲れも吹っ飛び、生かされている喜びを実感しました。 

わたしたちの今後残されている人生は楽しいことばかりでなく、どのような 

困難に出会うかわかりませんが、日野原重明先生提唱の新老人として、日々心豊かに、後悔せず

にやりきりたいと願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

－２－ 

第３回会員の集い＆昼食懇話会開催のお知らせ 
 

日  時：２０２４年１１月２日(土) １２：００～１４：００     

演  題：～家族が語る日野原重明先生～「晩年の義父と過ごして」      

講  師：日野原眞紀氏      

場  所：金沢ニューグランドホテル     

会  費：３，５００円(昼食代を含む) 

※同封の返信用ハガキに必要事項を記入し、１０月２１日(月)までに投函してください。 

倒壊したビルの下敷きになった家 

餅つきを行う筆者 



 

 

 

 今年度の新規事業である「季節の花見会」

が、７月８日(月)、１１：３０から大乗寺丘陵 

公園で、会員１４名の参加により開催されま

した。 

 黒い雲が空を覆い、花見ができるか不安を

感じさせる天候でしたが、参加者の日頃の行

いの良さにより(？)最後まで雨が降らず無事

に花見を終えることができました。 

 車に乗り合わせて公園に到着した参加者は、

まず、見晴らしハウス(休憩所)で昼食を摂り

ました。皆さん、ゆっくりとお弁当を食べな

がら会話にふけっていました。 

 食事後、約２００ｍ離れた「あじさい園」で

紫陽花を鑑賞しました。 

「あじさい園」には４３種、６，４００本の花が 

植えられており、参加者は思い思いに満開の

紫陽花を楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

紫陽花を観賞した後、車で上部駐車場に移

動し、日野原重明先生百歳記念樹と｢新老人の

会」石川支部設立五周年記念樹の様子を確認

しました。 

参加者から「設置後 

１０年以上が経過した 

ため、腐食し折れた標 

柱を建て替えてはどう 

か」との意見があり、 

事務局で検討すること 

になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者から、「大乗寺丘陵公園は初めて来た

が、良い公園だ」、「桜の咲く頃やツツジの咲

く頃にまた来たい」との意見があり、花見会

を開催して良かったと思います。 

 

 

 

７月８日の季節の花見会で参加者から建て

替え要望があった日野原重明先生百歳記念樹

等の標柱については、事務局で検討の結果、

コストと耐久性を考慮し、従来の木製の標柱

ではなくアルミ及び強化樹脂製の樹名札を設

置することになりました。 

 樹名札はアルミ製で、サイズは２１０ｍｍ× 

１５０ｍｍ、ステンレス製支柱で立てるもので、

地上高７０ｃｍ程度です。 

 

 

 

 

９月１１日(水)、１０：００から山内世話人

代表及び記念樹の管理をしてこられた数澤氏

夫妻、事務局員参加のもと約１時間で樹名札

を設置すると共に下枝を伐採しました。 

  

  

 

 

 

 

－３－ 

季節の花見会の開催 
            高 木 正 二      

日野原重明先生百歳記念樹の下で記念撮影 

「日野原重明先生百歳記念樹」 
等樹名札の設置 



第１６回会員余技作品展の開催 

                           高 木 正 二 

                               

 

 

 

第１６回会員余技作品が８月２７日(火)～９月１日(日)の日程で、石川国際交流サロンで開催

されました。 

期  日：２０２４年８月２７日(火)１３：００～９月１日(日)１５：００ 

開館時間：１０：００～１８：００ 

場  所：石川国際交流サロン 

展示種目：写 真、絵手紙、俳 句、俳 画、洋 画 

     パステルアート、パンフラワー、陶 芸、 

     木目込み、松ぼっくりアート、折り紙 

出展者数：１８名 

出 展 数：５６点 

来場者数：１１０名 

会員の高齢化や減少が進む中、今回は昨年とほぼ同数の１８名、５６点の出展があり、来場者

数は昨年を若干下回る１１０名となりました。 

今回は、女流画家協会の会員で、サークル「絵手紙」 

の講師を務めていただいている久保恵美子さんが洋画 

「ザクロ」を特別出展して下さり、作品展に華を添えて 

いただきました。 

また、８８歳の会員が今年度から絵手紙に挑戦し、今 

回の作品展にも出展を果たしました。 

 さらに、新しいジャンルとして「松ぼっくりアート」 

に取り組んだ会員もおり、会員それぞれが日野原先生の 

教えである「創めること」に積極的に取り組んでいることを本当に心強く思っています。来年も

会員余技作品展を充実した内容で開催したいと思います。皆さん来年に向けて創作準備をお願い

いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示作品を鑑賞する来場者 

洋 画「ザクロ」 

 作 品 展 示 例 

写 真・俳 画 

俳 句 陶芸・木目込み・パンフラワー・折り紙 

絵 手 紙 

写真・松ぼっくりアート 

－４－ 



 

 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度発足した「落語（映画）鑑賞会」

の第１回例会が８月２日(金)、１３：３０から

金沢市松ヶ枝福祉館で開催されました。 

会員５名が参加し、５０インチのテレビで

ＤＶＤによる落語を視聴しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

≪視聴演目≫ 

【桂 文珍】  

①「心中恋電脳」、②「はてなの茶碗」 

【古今亭志ん朝】  

③「文七元結」 

 創作落語の面白さと、本格派の古典の両方

を楽しむことができました。 

 「落語（映画）鑑賞会」は、毎月第１又は第

２金曜日、金沢市松ヶ枝福祉館で開催します。 

落語好きな方、興味がある方はご参加下

さい。 

世話人：高木正二 

連絡先：０９０－４６８４－０６０５ 
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サークル活動紹介 
                  

落語（映画）鑑賞会 

落語を鑑賞する参加者 

今年度発足した「カラオケを楽しむ会」の

第１回例会が８月２０日(火)、１３：３０から

ラウンドワンスタジアム金沢店で開催され

ました。 

会員５名が参加し、最新の機器でそれぞれ

の十八番を熱唱しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 中には自分が歌いたい歌を２０曲ほどメモ

してきた用意周到な参加者や初めての曲に果

敢に挑戦する参加者もおり、思い思いの方法

でカラオケを楽しんでいました。 

「カラオケを楽しむ会」は、毎月第３火曜

日、ラウンドワンスタジアム金沢店（金沢市

横川6-120-1）で開催します。 

カラオケ好きな方、歌ってみたい方はご参

加下さい。 

世話人：高木正二 

連絡先：０９０－４６８４－０６０５ 

 

カラオケを楽しむ会 

熱唱する参加者 
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編 集 後 記 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  
今年は灼熱の猛暑に耐える日々でした。 

こうした中、「会員の集い」ではハーモニカアン

サンブルの演奏で懐かしいメロディーを聴き、心

がうきうきしました。このような日常のなにげな

い事柄に楽しさや嬉しさを感じていけたらと思っ

ております。 

会員の皆様も、日々の暮らしの中で感動したこ

と等を投稿してみませんか。他人と共有すること

で、より感動が深まるのではないでしょうか。  

投稿をお待ちしております。   （新川光子記） 

次号の発行は２０２５年１月1日、原稿締切日は 

２０２４年１１月２０日です。字数は原則８００字程

度でお願いします。 

送付先：高木正二 

    〒920-3114 金沢市吉原町ヨ190番地 

    E-mail sytakagi@sea.plala.or.jp 

編集責任者：世話人代表 山内ミハル 

編 集 委 員：鈴木雅夫、新川光子、福岡恒忠、 

高木正二 

印   刷：「新老人の会」石川 事務局 
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次回作品募集 
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 はめ字の面白さは、作る人のアイデア 

次第で全く違う文章が出来るところです。 

風情や哀愁といった日本語の面白さを 

感じながら創作にチャレンジして見ませ 

んか。多数のご応募をお待ちしています。 
 

締め切りは１１月２０日 鈴木雅夫まで 高木 正二 

福岡 恒忠  
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大島 恒治 

高木 要子 飯田 世三 大島 恒治 
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